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この春は久しぶりに谷戸の恵みを多くの来園

者に味わっていただけました。穏やかな天気の

おかげで、米も野菜も順調に育っています。これ

から秋まで、草取り草刈りに明け暮れます。 

お 知 ら せ

山崎の夏まつり 7/17 （日） 子ども里山体験 

8/20（土） 14：00～20：00

谷 戸 往 来 1

新茶作り



自然だより ～ 湿地復元作業とドジョウ ～

体 験 学 習

谷 戸 往 来 2

どこにでもいそうでいないのがドジョウです。谷戸には田んぼに棲むドジョウ（マドジョウ）と水路に
棲むホトケドジョウの 2 種類がいます。県内で珍しくなったのがホトケドジョウですが、鎌倉市内では
ドジョウの方が貴重になってきました。緑地は保全されたのに、田んぼがなくなったからです。ドジョウ
が暮らすには、田んぼなど里山の作業が必要なのです。そこで当会では、昔からある田んぼの耕作だけで
はなく、周辺の湿地（元は田んぼ）に田んぼの環境を復元する作業、湿地復元を毎年実施しています。「疑
似田んぼ」として田んぼに似た環境を少しでも増やそうという目的です。その結果、本来の田んぼには及
ばないものの、カエルやトンボが産卵するなどそれなりの成果が出ました。しかし、田んぼとは違った意
味で生きものに役立っていることも見えてきました。 
ドジョウが増えてきたこともその一つです。もちろん田んぼにもドジョウはいますが、湿地復元をした
場所はそれ以上に多いようです。なぜなのか？その理由として湿地復元をして草を抜いた跡は、ドジョウ
の食料になる草の根など有機物が多く、作業後は有機物の分解も進み、ドジョウの食料が豊富になるので
はないかと想像しています。日頃から草取りなど手入れをしている田んぼの泥はきれいです。放任されて
いる池や湿地の泥はヘドロがたまりやすくなります。湿地復元をしている所の泥は、その中間の状態なの
で、ドジョウなどには最適なのかもしれません。人の関わり方で泥の状態が変わり、生きものにも影響を
与えているのでしょう。また、田んぼの区画により生物が違うのと同じく、湿地復元した場所により個性
があるようです。流れ込んでいる水源や周辺の環境の影響でしょう。湿地復元は一年間放置した場所を再
生するので、体力と人手を要します。青空自主保育のご家族や学校の協力がなければできません。たまに
来る人でも谷戸で作業してくれれば、自然のために役立っているのです。

青空自主保育やんちゃお 6/5(日)

にこにこ会 6/19(日)、なかよし会 6/26(日)

湿地復元 
稲の多年草化 



各班のお知らせ 



7 月 

2 日 (土)   生  夜の自然パトロール ✤

3 日 (日)   田  田の草取り 

雑  土手保全のための草刈り ✤

かまくらレンジャーズ 

4 日 (月)   畑  にんじんの種蒔き ☆ 

9 日 (土)   生  夜の自然パトロール ✤

10 日(日)   田  田の草取り ☆ 

            雑  下草刈り ☆ 

            自  里山探検隊「夏の谷戸しごと」 

1３日（水)   畑  さといもの草取り・土寄せ ✤

17 日(日)   田  田の草取り ✤

            雑  土手の草刈り ✤

20 日(水)   農  梅干し作り（赤じそ仕込み） ✤

24 日(日)   田  田の草取り 

            雑  雑木林の下草刈り ✤

            講座「湿地復元」 ☆ 

            試食の日 

31 日(日)   田  土手の草刈り、畔の草刈り ✤

            雑  草刈りして水路整備 ☆ 

8 月 

3 日 (水) 農 梅干し作り（天日干し） ✤

7 日 (日) 田 畔の草刈り ☆ 

      畑 さつまいもの草取り・つる返し ☆ 

      雑 アズマネザサの刈り取り ✤

10 日(水) 生  水の生物の観察 ✤

20 日(土) 子ども里山体験 

      （公財）鎌倉市公園協会協働開催 

21 日(日) 田 ネット張り 

24 日(水) 生 バッタの観察 ✤

28 日(日) 田 ネット張り 

29 日(月) 畑 大根畑の耕し、長ねぎの土寄せ ✤

9 月 

3 日 (土) 田 すがい作り 

4 日 (日) 田 すがい作り ☆ 

雑 刈り払い機で草刈り ✤

講座「谷戸の植物観察」 ☆ 

5 日 (月) 畑 大根の種蒔き ✤

7 日 （水） 植 秋の野草観察 ✤

          農 麦わら細工（しおり作り） ✤

10 日（土） 生 虫の音を聞く ✤

11 日（日） 田 はさ作り（田んぼ横） ✤

           畑 草取り、草刈り ☆ 

18 日（日） 田 はさ作り（もめんばたけ奥） ☆ 

           畑 大根の間引き、長ねぎの土寄せ 

25 日（日） 田 稲刈り準備、畔の草刈り 

2６ 日（月） 畑 かぶ・冬菜の種蒔き ✤

田：田んぼ班 畑：畑班 雑：雑木林管理班
農：農芸班    自：自然遊び班  
生：生態系保全班 植：植物育成班 

☆ 谷戸塾    ✤ 里山一日体験                 

 各班活動 農家風休憩舎9：30 集合 （農芸班は、10 時）  

夜の自然パトロール：１８：３０ 山崎口ししいし前集合 ２０：30 頃まで 

〒247-0066 鎌倉市山崎 1667鎌倉中央公園管理事務所内 

TEL/FAX 0467-47-1164 木曜を除く 10時～16時

ホームページ： https://yato-yamasaki.sakura.ne.jp 

Ｅ メールアドレス：ya-yato@arrow.ocn.ne.jp

● 次号（会報111号）は、２０２２年9月に発行予定 

● 会費 郵便振替口座番号 00270-6-115647   


